
①～⑪について記入してください。
○種類別明細書の書き方（記入例）
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記入不要です

１

７

３２ ６５４
８

電算処理により申告される方以外は記入しないでください。

資産の種類をプルダウンから

選択してください。

１．構築物

２．機械及び装置

３．船舶

４．航空機
５．車両及び運搬具
６．工具、器具及び備品

資産の名称を記入し
てください。

取得年号をプ

ルダウンから

選択してくださ

い。

（年号）

３＝昭和
４＝平成

数量を記入し
てください。

当該資産の取
得価額を記入
してください。

法人税及び所得税に

おける法定耐用年数

を記入してください。

該当する増加事由をプ

ルダウンから選択してく

ださい。

１．新規 ２．中古
３．移動 ４．その他

課税標準の特例が適用される資産・短縮耐用年数を適用している資産・増加償却

を行っている資産についてその旨記入してください。
資産の価格の決定について必要な事項がある場合や、資産が増加した事由につ
いて特記すべき事項がある場合は、その旨記入してください。
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該当する減少事由をプルダ

ウンから選択してください。

１．売却 ２．滅失
３．移動 ４．その他

該当する減少区分を
プルダウンから選択
してください。
１．全部減少
２．一部減少①～⑥については、上記

と同様です。

記入不要です
一部減少の場合には、上記の例のように

記入してください。
その他資産が減少したことについて必要な
事項を適宜記入してください。
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